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第2章   

日本の博物館・科学館  

爆秀彦  h．agata＠nao．ac．jp  

総合研究大学院大学国際日本研究専攻助教授  

国立天文台天文情報公開センター、広報普及室  

プロフィール  

専攻は教育学。中学、高校の教師を経て、現職。天文学関連の広報活動に携わる。科学文化の  
育成をテーマに、学校教育および生涯学習への研究機開からのアプローチを検討中。「科学の  
鉄人」（サイエンスショーのスキルアップ）、「21世紀型科学教育の創造」などのイベントを主宰。国  
立天文台4次元デジタルシアタープロジェクトの中心メンバーでもある。  

1．日本における科学文化の現状  

1．1．学力と科学技術リテラシー  

日本の博物館、科学館の現状について触れる前に、まず高校生の学力の国  

際比較を紹介しよう（【図表1】参照）。これは、2000年に世界の高校1年生   

【国表り 学力の国際比較  
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